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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第82期

第２四半期
連結累計期間

第83期
第２四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 15,737,590 19,204,242 32,860,104

経常利益又は経常損失（△） (千円) △106,906 692,100 639,065

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失（△）

(千円) △303,177 348,949 △90,671

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △276,519 1,390,448 802,146

純資産額 (千円) 11,026,716 13,357,175 12,033,933

総資産額 (千円) 28,484,310 32,329,594 30,291,777

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期(当期)純損
失金額（△）

(円) △24.18 27.83 △7.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.6 40.1 38.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △380,015 △203,045 △189,619

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △335,704 △198,138 △748,079

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 289,940 85,174 24,135

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,650,661 4,562,931 4,465,368

　

回次
第82期

第２四半期
連結会計期間

第83期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.96 16.76

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第83期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため、記載しておりません。

４．第82期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

５．第82期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

前連結会計年度末において非連結子会社であった欧南芭（上海）貿易有限公司(「アジア(日本を除

く)」セグメント)は重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

また、当社の子会社であったイーストオーナンバ株式会社(「日本」セグメント)は平成25年５月をもっ

て清算を結了したため、第１四半期連結会計期間をもって連結の範囲より除外しております。　

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４

経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項(セグメント情報等) セグメント情報」の「３．報告セグメ

ントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある財政状態、経営

成績の異常な変動等の発生及び、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重

要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ(当社及び当社の関係

会社)が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年９月30日）の当社グループの経営環境は、

日本国内の再生可能エネルギーの固定価格買取制度の継続で太陽光発電関連製品の需要が伸びた反面、

円安により製品輸入価格が上昇する等の影響を受けました。

このような状況の中、当社グループは、太陽光発電関連製品の生産能力の拡大、新規市場への参入、

最適地生産の拡大、材料の現地調達の推進によるコストダウン等の施策を行ってまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は19,204百万円(前年同四半期連結累計期間比22.0％

増)となりました。売上増加により、営業利益718百万円(前年同四半期連結累計期間比394.8％増)、経

常利益692百万円(前年同四半期連結累計期間は経常損失106百万円)、四半期純利益348百万円(前年同四

半期連結累計期間は四半期純損失303百万円)となりました。

　

セグメントの概況は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとし

て記載する事業セグメントを変更しており、当第２四半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に

基づいております。

　
日本の売上高は、主に太陽光発電関連製品の売上増により、12,821百万円（前年同期比1,956百万円

増）となりました。その結果、営業利益は471百万円（前年同期比210百万円増）となりました。

　
ヨーロッパの売上高は、産業用ワイヤーハーネスの売上増により、1,247百万円（前年同期比124百万

円増）となりました。ドル／ユーロの為替変動の影響により、営業損失は34百万円（前年同期は営業損

失9百万円）となりました。

　
北米の売上高は、主に車載用ワイヤーハーネスの売上増により、2,108百万円（前年同期比374百万円

増）となりました。その結果、営業利益は104百万円（前年同期比61百万円増）となりました。

　
アジア（日本を除く）の売上高は、主に円安による売上高の増加に加え、太陽光発電関連製品の売上

高が増加したことにより、3,026百万円（前年同期比1,011百万円増）となりました。太陽光発電関連製

品の生産増加とコストダウンの進展により、営業利益は149百万円（前年同期は営業損失118百万円）と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、32,329百万円（前連結会計年度末比2,037百万円

増）となりました。受取手形及び売掛金の増加1,537百万円、たな卸資産の増加353百万円などによるも

のであります。

負債合計は、18,972百万円（前連結会計年度末比714百万円増）となりました。支払手形及び買掛金

の増加111百万円、有利子負債の増加332百万円などによるものであります。

純資産合計は、13,357百万円（前連結会計年度末比1,323百万円増）となりました。利益剰余金の増

加291百万円、為替換算調整勘定の増加884百万円などによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は4,562百万円となり、前連結会計年度末

に比べて、新規連結に伴う増加額を含め97百万円増加しました。
　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期

間のマイナス380百万円に対し、マイナス203百万円となりました。税金等調整前四半期純利益684百万

円、減価償却費376百万円、運転資金の増加1,400百万円、法人税等の支払215百万円が主な要因であり

ます。
　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期

間のマイナス335百万円に対し、マイナス198百万円となりました。有形固定資産の取得による支出375

百万円、定期預金の払戻による収入200百万円が主な要因であります。
　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期

間の289百万円に対し、85百万円となりました。借入金の増加150百万円、配当金の支払31百万円があっ

たこと等によります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は174百万円であります。

　

(6) 従業員数

①連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間において、連結会社の従業員数に著しい増減はありません。

②提出会社の状況

当第２四半期累計期間において、提出会社の従業員数に著しい増減はありません。

　

(7) 生産、受注及び販売の状況

当社グループの当第２四半期連結累計期間における生産高は18,888百万円（前年同期比3,682百万円

増）、受注高は21,147百万円（前年同期比4,627百万円増）、受注残高は6,800百万円（前連結会計年度

末比1,943百万円増）、販売高は19,204百万円（前年同期比3,466百万円増）となりました。
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(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、コントロールユニットの設計仕様の変更により、現在進行中の

重要な設備投資について、著しい変動がありました。当第２四半期連結会計期間末における詳細は以下

の通りです。

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手年月
完了予定
年月総額 既支払額

ユニオン

マシナリ㈱

神奈川県
相模原市
中央区

日本
コントロールユニッ
トの生産設備

293,290
千円

53,610
千円

借入金
平成24年
８月

平成28年
１月

　
当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設について

完了したものは以下の通りです。
　

会社名 所在地 セグメントの名称 設備の内容 投資総額
資金調達
方法

着手年月 完了年月

UMT 　

INTERNATIONAL

CO.,LTD.

タイ
アジア

(日本を除く)
工場移転

99,569
千タイバーツ

借入金
平成25年
１月

平成25年
９月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

計 45,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,558,251 12,558,251
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 12,558,251 12,558,251 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 12,558,251 ― 2,323,059 ― 2,031,801
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社カネカ 大阪市北区中之島２丁目３番18号 829 6.60

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 669 5.33

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸ノ内１丁目６番６号 645 5.14

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 568 4.53

住友電気工業株式会社 大阪市中央区北浜４丁目５番33号 550 4.38

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸ノ内２丁目７番１号 517 4.12

オーナンバ取引先持株会 大阪市東成区深江北３丁目１番27号 511 4.08

日本モレックス株式会社 神奈川県大和市深見東１丁目５番４号 450 3.58

株式会社南都銀行 東京都港区浜松町２丁目11番３号 430 3.42

小野哲夫 堺市西区 395 3.15

計 ― 5,568 44.34

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社                     669千株

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社                         568千株

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　21,100

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

12,531,700
125,317 ―

単元未満株式 普通株式 　5,451 ― ―

発行済株式総数 12,558,251 ― ―

総株主の議決権 ― 125,317 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)含まれて
おります。

　

② 【自己株式等】

　 　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
オーナンバ株式会社

大阪市東成区深江北
３丁目１番27号

21,100 ― 21,100 0.17

計 ― 21,100 ― 21,100 0.17

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,685,731 4,583,294

受取手形及び売掛金
※２ 10,558,112 ※２ 12,095,770

商品及び製品 2,037,443 2,173,636

仕掛品 850,655 985,131

原材料及び貯蔵品 2,728,767 2,811,676

前払費用 125,313 135,838

繰延税金資産 271,473 276,960

短期貸付金 4,884 5,898

その他 295,761 286,161

貸倒引当金 △12,830 △13,466

流動資産合計 21,545,313 23,340,901

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,313,041 4,457,254

減価償却累計額 △2,555,304 △2,652,838

建物及び構築物（純額） 1,757,736 1,804,415

機械装置及び運搬具 5,427,613 5,725,839

減価償却累計額 △4,053,141 △4,338,798

機械装置及び運搬具（純額） 1,374,471 1,387,041

土地 2,008,993 2,028,506

建設仮勘定 78,258 212,686

その他 2,060,198 2,274,358

減価償却累計額 △1,596,266 △1,828,527

その他（純額） 463,932 445,830

有形固定資産合計 5,683,392 5,878,481

無形固定資産

のれん 422,275 359,982

その他 380,228 396,271

無形固定資産合計 802,504 756,254

投資その他の資産

投資有価証券 1,290,159 1,391,771

長期貸付金 316,739 325,893

繰延税金資産 145,141 91,234

その他 625,844 684,338

貸倒引当金 △117,317 △139,281

投資その他の資産合計 2,260,567 2,353,956

固定資産合計 8,746,463 8,988,692

資産合計 30,291,777 32,329,594
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※２ 6,516,543 ※２ 6,627,698

短期借入金 4,507,018 4,508,146

リース債務 51,019 46,864

未払金 369,102 330,480

未払費用 357,775 452,972

未払法人税等 157,944 184,299

賞与引当金 244,752 286,075

役員賞与引当金 － 24,000

製品改修引当金 － 198,326

資産除去債務 3,732 3,732

その他 344,785 226,969

流動負債合計 12,552,673 12,889,563

固定負債

長期借入金 4,727,415 5,079,009

リース債務 83,242 66,779

繰延税金負債 179,976 211,065

退職給付引当金 362,250 385,852

資産除去債務 16,804 17,217

その他 335,480 322,930

固定負債合計 5,705,170 6,082,854

負債合計 18,257,843 18,972,418

純資産の部

株主資本

資本金 2,323,059 2,323,059

資本剰余金 2,046,895 2,046,895

利益剰余金 8,190,116 8,481,394

自己株式 △5,599 △5,599

株主資本合計 12,554,472 12,845,750

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 87,722 169,038

繰延ヘッジ損益 547 △944

為替換算調整勘定 △946,383 △62,210

その他の包括利益累計額合計 △858,113 105,884

少数株主持分 337,574 405,541

純資産合計 12,033,933 13,357,175

負債純資産合計 30,291,777 32,329,594
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 15,737,590 19,204,242

売上原価 12,895,726 15,565,417

売上総利益 2,841,864 3,638,824

販売費及び一般管理費

荷造及び発送費 471,226 549,103

貸倒引当金繰入額 40 1,495

給料及び手当 767,639 800,994

賞与引当金繰入額 75,702 95,015

退職給付引当金繰入額 44,573 31,871

製品改修引当金繰入額 － 198,326

その他 1,337,424 1,243,338

販売費及び一般管理費合計 2,696,606 2,920,144

営業利益 145,257 718,680

営業外収益

受取利息 8,803 9,575

受取配当金 9,735 9,353

設備賃貸料 5,100 5,100

持分法による投資利益 2,941 2,448

スクラップ売却益 22,625 17,494

その他 71,395 65,586

営業外収益合計 120,601 109,558

営業外費用

支払利息 73,304 54,338

為替差損 104,761 43,685

デリバティブ解約損 164,121 －

その他 30,577 38,113

営業外費用合計 372,765 136,137

経常利益又は経常損失（△） △106,906 692,100

特別利益

固定資産売却益 5,749 1,812

その他 30 31

特別利益合計 5,779 1,844

特別損失

固定資産処分損 1,420 2,249

投資有価証券評価損 55,024 －

関係会社清算損 － 6,674

ゴルフ会員権評価損 2,000 1,000

その他 100 －

特別損失合計 58,544 9,923

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△159,672 684,021
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

法人税、住民税及び事業税 105,014 236,573

法人税等調整額 56,241 68,951

法人税等合計 161,255 305,524

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△320,928 378,497

少数株主利益又は少数株主損失（△） △17,750 29,547

四半期純利益又は四半期純損失（△） △303,177 348,949
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△320,928 378,497

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42,677 81,430

繰延ヘッジ損益 △1,263 △2,132

為替換算調整勘定 88,349 932,652

その他の包括利益合計 44,409 1,011,950

四半期包括利益 △276,519 1,390,448

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △269,710 1,312,947

少数株主に係る四半期包括利益 △6,809 77,501
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△159,672 684,021

減価償却費 345,490 376,506

のれん償却額 50,662 50,407

投資有価証券評価損益（△は益） 55,024 －

持分法による投資損益（△は益） △2,941 △2,448

固定資産売却損益（△は益） △5,749 △1,812

固定資産処分損益（△は益） 1,420 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,488 22,423

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,872 29,277

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,881 15,501

製品改修引当金の増減額（△は減少） － 198,326

受取利息及び受取配当金 △18,538 △18,928

支払利息 73,304 54,338

売上債権の増減額（△は増加） △618,122 △1,013,828

たな卸資産の増減額（△は増加） △107,719 22,492

仕入債務の増減額（△は減少） 192,443 △409,003

その他 △14,291 45,020

小計 △168,423 52,294

利息及び配当金の受取額 17,584 17,133

利息の支払額 △64,939 △56,897

持分法適用会社からの配当金の受取額 2,000 －

法人税等の支払額 △166,236 △215,575

営業活動によるキャッシュ・フロー △380,015 △203,045

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 200,000

有形固定資産の取得による支出 △290,592 △375,867

有形固定資産の売却による収入 3,821 51,294

投資有価証券の取得による支出 △203,910 △303,337

投資有価証券の償還による収入 100,000 301,389

関係会社出資金の払込による支出 △47,070 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

199,438 －

その他 △97,392 △71,616

投資活動によるキャッシュ・フロー △335,704 △198,138
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 161,008 384,456

長期借入れによる収入 2,068,619 1,400,000

長期借入金の返済による支出 △1,682,989 △1,633,964

社債の償還による支出 △217,500 －

自己株式の売却による収入 12,131 －

配当金の支払額 △62,685 △31,342

少数株主への配当金の支払額 △9,027 △10,854

その他 20,382 △23,119

財務活動によるキャッシュ・フロー 289,940 85,174

現金及び現金同等物に係る換算差額 46,348 369,118

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △379,430 53,108

現金及び現金同等物の期首残高 5,030,091 4,465,368

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 44,454

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 4,650,661 ※１ 4,562,931
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度末において非連結子会社であった欧南芭（上海）貿易有限公司は重要性が増したため、第１

四半期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

なお、当該連結の範囲の変更については、当第２四半期連結累計期間の属する連結会計年度に重要な影響を

与えます。当該影響の概要は、連結貸借対照表の総資産額の増加、連結損益計算書の売上高の増加でありま

す。

また、当社の子会社であったイーストオーナンバ株式会社は平成25年５月をもって清算を結了したため、第

１四半期連結会計期間をもって連結の範囲より除外しております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

(表示方法の変更)

　
当第２四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

前第２四半期連結累計期間において、「特別損失」の「その他」に含めて表示しておりました「ゴルフ会員

権評価損」は、金額的重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っ

ております。

この結果、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示

していた2百万円は、「ゴルフ会員権評価損」2百万円として組替えております。

　

(追加情報)

(製品改修引当金)

第１四半期連結会計期間より、過去に納入した太陽光発電関連製品の一部につき、改修費用の発生

が今後見込まれることとなりましたため、その支出に備えるために必要な見積額を引当計上しており

ます。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　保証債務

関係会社の金融機関からの借入金に対して次のとおり保証を行っております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

SD VIETNAM INDUSTRIES LTD. 3,787千円 ―

　

※２　銀行休日満期手形

期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連

結会計年度末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形 46,005千円 ―

支払手形 211,148千円 ―
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 4,871,024千円 4,583,294千円

預入期間が３か月を超える定期預金  △220,363千円 △20,367千円

現金及び現金同等物 4,650,661千円 4,562,931千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当原資

平成24年５月24日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月７日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当原資

平成24年11月１日
取締役会

普通株式 31,342 2.50 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月23日
取締役会

普通株式 31,342 2.50 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当原資

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 62,685 5.00 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
日本 ヨーロッパ 北米

アジア
(日本を除く)

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,865,350 1,122,684 1,733,849 2,015,705 15,737,590 15,737,590

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2,302,598 21,727 1,719 4,330,851 6,656,897 6,656,897

計 13,167,949 1,144,411 1,735,569 6,346,557 22,394,487 22,394,487

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

260,793 △9,661 43,548 △118,400 176,280 176,280

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 176,280

セグメント間取引消去 △31,022

四半期連結損益計算書の営業利益 145,257

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

合計
日本 ヨーロッパ 北米

アジア
(日本を除く)

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,821,758 1,247,377 2,108,272 3,026,833 19,204,242 19,204,242

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2,011,965 156,727 49,390 4,790,963 7,009,047 7,009,047

計 14,833,724 1,404,105 2,157,663 7,817,797 26,213,289 26,213,289

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

471,000 △34,480 104,925 149,520 690,966 690,966

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 690,966

セグメント間取引消去 27,714

四半期連結損益計算書の営業利益 718,680
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

当社の報告セグメントは「電線及びその加工部品の製造並びに販売」の「日本」、「ヨーロッ

パ」、「北米」及び「アジア（日本を除く）」に加え、「その他」の５つに区分しておりましたが、

「その他」の量的な重要性が乏しくなったため、第１四半期連結会計期間より「日本」、「ヨーロッ

パ」、「北米」及び「アジア（日本を除く）」の４区分に変更し、「その他」は「日本」に含めて表

示しております。

前第２四半期連結累計期間の報告セグメントの業績は、変更後の区分に基づき組み替えて表示し

ております。

　
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額（△）

△24円18銭 27円83銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は
四半期純損失金額（△）（千円）

△303,177 348,949

   普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額（△）（千円）

△303,177 348,949

   普通株式の期中平均株式数（株） 12,537,156 12,537,103

（注）１．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

２．前第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第83期(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)中間配当については、平成25年11月１日開催の取
締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行
うことを決議いたしました。

①配当金の総額                                   62百万円

②１株当たりの金額                               ５円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成25年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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あらた監査法人

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   西　川　浩　司

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   河　瀬　博　幸

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月８日

オーナンバ株式会社

取　締　役　会 御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

オーナンバ株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーナンバ株式会社及び連結子会社の平成
25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
強調事項
「追加情報」に記載されているとおり、会社は当第１四半期より製品改修引当金を計上している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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